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あ
る
日
、
通
学
中
に
ふ

と
電
車
内
を
見
渡
す
と
気

に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

座
席
に
座
っ
て
い
る
学
生

が
、
目
の
前
に
立
っ
て
い

る
60
歳
前
後
の
男
性
に
座

席
を
譲
ろ
う
と
し
た
。
す

る
と
、
そ
の
男
性
は
座
席

に
座
る
こ
と
を
拒
み
、
不

快
な
顔
を
し
た

男
性
の

気
持
ち
も
分
か
ら
な
い
こ

と
は
無
い
。
年
寄
り
扱
い

さ
れ
た
こ
と
が
気
に
入
ら

な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

自
分
は
ま
だ
若
い
と
自
負

し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
そ
れ
に
今
の
ご
時
世
、

60
歳
前
後
を
お
年
寄
り
と

す
る
の
か
微
妙
で
あ
る
と

も
言
え
る

元
気
な
若
者

は
お
年
寄
り
に
席
を
譲
る

と
い
う
の
が
世
間
の
マ

ナ
ー
だ
。
マ
ナ
ー
を
し
っ

か
り
守
っ
た
こ
の
学
生
は

立
派
で
あ
る

し
か
し
、

そ
の
心
掛
け
を
こ
の
男
性

は
無
碍
に
し
た
。
学
生
は

非
難
さ
れ
た
と
感
じ
、
こ

の
先
電
車
で
目
の
前
に
お

年
寄
り
が
立
っ
て
い
て
も
、

座
席
を
譲
る
こ
と
を
躊
躇

し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
そ

し
て
、
そ
の
様
子
を
見
た

周
囲
の
人
は
座
席
を
譲
ら

な
い
若
者
を
見
て
最
近
の

若
い
人
は
思
い
や
り
が
な

い
と
嘆
く
こ
と
に
な
る
で

あ
ろ
う

相
手
の
善
意
を

素
直
に
受
け
止
め
、
感
謝

の
言
葉
を
述
べ
る
こ
と
も

１
つ
の
マ
ナ
ー
で
あ
る
。

年
寄
り
扱
い
さ
れ
た
と
周

囲
を
非
難
す
る
よ
う
な
大

人
気
な
い
行
動
は
、
控
え

る
べ
き
だ

座
席
を
譲
る

側
だ
け
で
な
く
譲
ら
れ
る

側
も
気
を
配
れ
ば
、
電
車

の
雰
囲
気
も
良
く
な
る
だ

ろ
う
。
乗
客
一
人
一
人
が

マ
ナ
ー
を
守
り
、
思
い
や

り
を
持
つ
こ
と
が
、
心
地

よ
い
電
車
の
雰
囲
気
を
作

り
出
す
。

扉の一言

「
美
し
い
瞳
で
あ
る
た
め
に
は
、
他
人

の
美
点
を
探
し
な
さ
い
。
美
し
い
唇

で
あ
る
た
め
に
は
、
美
し
い
言
葉
を

使
い
な
さ
い
。」

オ
ー
ド
リ
ー
・
ヘ
ッ
プ
バ
ー
ン

◦
２
，３
面
　
Ｋ
Ｇ
ニ
ュ
ー
ス

赤
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

六
ヶ
所
村

ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー
上
映
会

◦
４
，５
面
　
朝
食
特
集

◦
６
面
　
連
載
記
事

◦
７
面
　
Ｋ
．Ｇ
．ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｉ
ｏ

◦
８
面
　
バ
レ
ン
タ
イ
ン
特
集

強
豪
日
大
を
23
︱
9
で
下
す

第
68
回
甲
子
園
ボ
ウ
ル
が
開
催
さ
れ
た
。
関
学
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
は
東
日
本
代
表
校
の
日
本
大
学
フ
ェ
ニ
ッ

ク
ス
と
対
戦
し
た
。
終
始
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
が
リ
ー
ド
し
、
23
︱
９
で
勝
利
。
甲
子
園
ボ
ウ
ル
３
連
覇
を
達

成
し
た
。
活
躍
し
た
注
目
選
手
に
取
材
を
行
っ
た
。

　
昨
年
12
月
15
日
、
西
宮
市

の
阪
神
甲
子
園
球
場
に
て
、

第
68
回
甲
子
園
ボ
ウ
ル
が
行

わ
れ
た
。
試
合
に
は
、
本
学

の
体
育
会
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

（F
IG

H
T

E
R
S

）
が
出
場
し

た
。

　
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
甲
子
園
ボ

ウ
ル
へ
の
出
場
は
、
２
０
１
３

年
度
で
３
年
連
続
48
回
目
と

な
る
（
通
算
成
績
は
23
勝
）。

今
回
の
相
手
チ
ー
ム
は
、
日

本
大
学
の
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

（PH
O

E
N

IX

）
だ
。
今
ま
で

の
甲
子
園
ボ
ウ
ル
で
は
、
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
は
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
に

対
し
て
８
勝
16
敗
２
分
し
て
い

る
。

　
試
合
は
、
終
始
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
が
リ
ー
ド
し
た
。
試
合
前
半

の
第
１
ク
ウ
ォ
ー
タ
ー
（
以
下

Ｑ
）
終
盤
に
は
、
三
輪
隼
也
選

手
（
社・３
、
背
番
号
12
、
キ
ッ

カ
ー
／
パ
ン
タ
ー
）
が
フ
ィ
ー

ル
ド
ゴ
ー
ル
（
以
下
Ｆ
Ｇ
）
を

決
め
て
３
点
を
獲
得
し
、
先
制

す
る
。
続
く
第
２
Ｑ
で
は
、
終

盤
に
相
手
チ
ー
ム
に
Ｆ
Ｇ
を
決

め
ら
れ
、
３
点
を
取
ら
れ
る
。

だ
が
、
同
Ｑ
の
中
盤
に
斎
藤
圭

選
手
（
経
・
３
、
背
番
号
11
、

ク
ウ
ォ
ー
タ
ー
バ
ッ
ク
）
か
ら

木
戸
崇
斗
選
手
（
国
・
３
、
背

番
号
88
、ワ
イ
ド
レ
シ
ー
バ
ー
）

へ
の
パ
ス
に
よ
る
タ
ッ
チ
ダ
ウ

ン
（
以
下
Ｔ
Ｄ
）
と
、
ト
ラ
イ

フ
ォ
ー
ポ
イ
ン
ト
（
タ
ッ
チ
ダ

ウ
ン
を
決
め
た
際
に
、
挑
戦
で

き
る
ボ
ー
ナ
ス
ポ
イ
ン
ト
、
Ｔ

Ｆ
Ｐ
と
略
す
）
を
三
輪
選
手
が

キ
ッ
ク
で
計
７
点
を
獲
得
し
て

畳
み
か
け
た
。

　
試
合
後
半
に
は
、
さ
ら
に
得

点
を
稼
ぎ
、
勝
利
を
確
実
に
す

る
。
第
３
Ｑ
の
中
盤
で
、
三
輪

選
手
が
Ｆ
Ｇ
を
決
め
３
点
を

追
加
。
第
４
Ｑ
で
は
、
序
盤
に

ま
た
し
て
も
三
輪
選
手
が
Ｆ
Ｇ

を
成
功
さ
せ
る
。
さ
ら
に
中
盤

に
は
斉
藤
選
手
か
ら
木
戸
選
手

へ
の
パ
ス
が
通
り
、
Ｔ
Ｄ
と
Ｔ

Ｆ
Ｐ
に
よ
っ
て
７
点
を
加
え
て

と
ど
め
を
刺
し
た
。
相
手
チ
ー

ム
も
負
け
じ
と
、
終
盤
に
タ
ッ

チ
ダ
ウ
ン
を
決
め
て
６
点
を
加

算
す
る
も
、
第
４
Ｑ
が
同
時
に

終
わ
り
、
大
き
な
歓
声
が
沸
き

あ
が
る
中
で
試
合
は
23
︱
9
で

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
勝
利
で
終
了

し
た
。

　
試
合
後
の
表
彰
式
で
は
、
年

間
最
優
秀
選
手
（
チ
ャ
ッ
ク
・

ミ
ル
ズ
杯
）
に
主
将
の
池
永
健

人
選
手
（
商
・
４
、
背
番
号

91
、
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
ラ
イ
ン
）

が
、
甲
子
園
ボ
ウ
ル
最
優
秀
選

手
に
斎
藤
選
手
が
選
ば
れ
た
。

　
試
合
を
振
り
返
っ
て
、
池
永

選
手
は
「
絶
対
に
負
け
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
と
思
い
な
が
ら

挑
ん
だ
。
細
か
い
と
こ
ろ
ま

で
相
手
を
研
究
し
て
試
合
に
挑

ん
だ
お
か
げ
で
、
相
手
が
新
し

い
プ
レ
ー
を
し
て
き
た
と
き
に

も
、
対
応
し
て
い
け
た
」
と
話

し
た
。
ま
た
、
試
合
中
で
多
く

の
Ｆ
Ｇ
を
決
め
た
三
輪
選
手
は

「
自
分
の
仕
事
は
で
き
た
。
ど

こ
か
で
こ
ち
ら
に
流
れ
が
来
る

こ
と
を
信
じ
て
い
た
」と
話
し
、

斉
藤
選
手
は
「
仲
間
が
や
っ
て

く
れ
る
と
思
っ
て
い
た
か
ら
や

る
こ
と
が
で
き
た
」
と
コ
メ
ン

ト
し
た
。

　
甲
子
園
ボ
ウ
ル
で
活
躍
し
た

の
は
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
だ
け
で
は

な
い
。
甲
子
園
球
場
に
は
、
多

く
の
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
サ
ポ
ー

タ
ー
が
集
ま
り
、
ス
タ
ン
ド
は

鮮
や
か
な
青
色
に
染
め
ら
れ

た
。
応
援
団
総
部
（
指
導
部
、

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
、吹
奏
楽
部
）

も
ス
タ
ン
ド
前
方
に
構
え
、
力

強
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
あ
ら

ん
限
り
の
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
甲
子
園
ボ
ウ

ル
出
場
に
際
し
て
、
本
学
の
西

宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生

食
堂
で
あ
るB

IG
 PA

PA
で

は
、
フ
ラ
イ
や
肉
料
理
を
堪
能

で
き
る
ボ
リ
ュ
ー
ム
た
っ
ぷ
り

の
「
甲
子
園
ボ
ウ
ル
ラ
ン
チ
」

（
４
２
０
円
）
が
販
売
さ
れ
た
。

　
今
回
の
試
合
は
、
チ
ー
ム
全

員
が
上
手
く
動
き
、
今
年
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
「A

LL 
for O

N
E

」
を
体
現
で
き
た

試
合
で
あ
っ
た
。
皆
さ
ん
も
直

接
ス
タ
ジ
ア
ム
に
出
向
い
て
、

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
応
援
を
し
て

み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

グ
ロ
ー
バ
ル
入
学
試
験
実
施

２
０
１
４
年
度
入
試

　
本
学
の
２
０
１
４
年
度
一
般

選
抜
入
学
試
験
は
２
月
１
日
の

全
学
日
程
か
ら
始
ま
る
。
今
年

は
新
た
に
法
学
部
の
入
試
に
お

い
て
、関
学
独
自
方
式
日
程（
関

学
数
学
併
用
型
）
が
導
入
さ
れ

る
。

　
２
０
１
４
年
度
入
試
で
は
、

昨
年
に
引
き
続
き
「
文
低
理

高
」、「
地
元
志
向
」
の
傾
向

が
強
く
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。

２
０
１
４
年
度
の
18
歳
人
口

は
５
万
人
減
（
４
％
減
）
の

１
１
８
万
人
と
な
る
。
こ
の
よ

う
な
状
況
か
ら
大
手
予
備
校
の

河
合
塾
で
は
２
０
１
４
年
度
の

大
学
志
願
者
数
は
現
役
と
既
卒

を
合
わ
せ
て
前
年
か
ら
２
万
人

減
の
66
万
人
程
度
を
予
測
し
て

い
る
。

　
本
学
は
平
成
24
年
度
「
文
部

科
学
省
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成

推
進
事
業
」
に
採
択
さ
れ
た
。

こ
の
事
業
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な

舞
台
に
積
極
的
に
挑
戦
し
活
躍

で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め

の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

大
学
教
育
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。
本
学
の
世
界
市
民
の
育

成
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
こ
の

事
業
は
強
く
関
連
す
る
も
の
で

あ
り
、
国
際
的
な
視
野
を
持
っ

た
生
徒
の
志
願
者
が
増
え
る
こ

と
に
も
期
待
が
持
て
そ
う
だ
。

　
ま
た
、
こ
の
事
業
に
採
択
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
、
グ
ロ
ー
バ

ル
入
学
試
験
が
実
施
さ
れ
た
。

こ
の
試
験
は
実
践
力
の
あ
る
世

界
市
民
の
育
成
を
目
的
と
し
た

も
の
で
、
留
学
経
験
や
英
語
に

よ
る
資
格
試
験
の
ス
コ
ア
な

ど
が
出
願
要
件
に
含
ま
れ
る
。

２
０
１
４
年
度
の
募
集
は
既
に

終
了
し
て
い
る
が
、
来
年
度
以

降
も
高
い
英
語
力
を
有
し
、
国

際
社
会
で
活
躍
で
き
る
学
生
が

こ
の
試
験
に
よ
っ
て
入
学
す
る

こ
と
に
期
待
し
た
い
。

　
一
般
選
抜
入
学
試
験
は
、
試

験
の
点
数
に
よ
っ
て
の
み
判
定

さ
れ
、
総
合
的
な
学
力
を
持
っ

た
学
生
を
獲
得
し
よ
う
と
い
う

意
図
が
あ
る
。
厳
し
い
試
験
を

乗
り
越
え
、
本
学
に
入
学
し
た

生
徒
た
ち
が
本
学
の
発
展
に
貢

献
し
、
本
学
の
ス
ク
ー
ル
モ
ッ

ト
ー
で
あ
る
、「M

astery 
for Service

」
を
体
現
す
る

学
生
と
な
っ
て
い
く
こ
と
に
大

い
に
期
待
し
た
い
。

ファイターズ（関西学院大学） フェニックス（日本大学）

３ 第１Ｑ ０

７ 第２Ｑ ３

３ 第３Ｑ ０

10 第４Ｑ ６

23 合　計 ９

■試験日・試験地
●実施する

全学日程 学部個別日程 関学独自方式日程 学部個別日程

2/1（土） 2/2（日） 2/3（月） 2/4（火）
2/5（水）

2/6（木） 2/7（金）
英語・数学型 関学英語併用型

（センター併用）
関学数学併用型
（センター併用）

神 学 部 ３科目型 ● ３科目型
文 学 部 ３科目型 ３科目型 ●
社 会 学 部 ３科目型 ● ● ● ３科目型
法 学 部 ３科目型 ● ● ●NEW ３科目型
経 済 学 部 ３科目型 ３科目型 ● ● ●
商 学 部 ３科目型 ● ● ● ３科目型
人間福祉学部 ３科目型 英語・国語型 ● ●

国 際 学 部 ３科目型
（英・英）型 ３科目型 ３科目型 ● ●★ ３科目型

教 育 学 部 ３科目型
（理系） ３科目型 ３科目型

（理系） ● ３科目型

総合政策学部 ３科目型
（理系） ３科目型 ３科目型

（理系） ３科目型 ● ● ● ３科目型

理 工 学 部 ３科目型
（理系）

３科目型
（理系） ●※ ●

試 験 地

全国23試験地
札幌・東京・金沢・静岡
名古屋・京都・大阪
西宮（本学）・和歌山
松江・岡山・広島・山口
高松・松山・高知・小倉
博多・長崎・熊本・大分
宮崎・鹿児島

全国９試験地
東京・金沢・名古屋・西宮（本学）・岡山・広島・高松・小倉・博多

※理工学部　関学独自方式日程＜英語・数学型＞は数理科学科・情報科学科・人間システム工学科で実施。
★国際学部は関学独自方式日程＜関学英語併用型＞に加え、＜関学英語併用型（英語重視型）＞も実施。

Ｆ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
飛
躍
の
三
連
覇

第
68
回
甲
子
園
ボ
ウ
ル
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昨
年
12
月
に
、
神
学
部
学
生

会
は
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス

の
神
学
部
チ
ャ
ペ
ル
、
本
学
中

学
部
、
高
等
部
礼
拝
堂
、
加

え
て
中
学
部
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
前
で
計

３
回
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
講
演

し
た
。 

ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
は
神

学
部
学
生
会
が
再
建
さ
れ
た

２
０
０
９
年
か
ら
続
い
て
お

り
、
昨
年
で
５
年
目
の
開
催
と

な
る
。

　
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
（
生
誕
劇
）

と
は
、
聖
書
に
出
て
く
る
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
生
誕
の
様
子
を
、

分
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
も
の

　
昨
年
12
月
26
日
、
応
援
団
総

部
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
ド
ル
フ
ィ

ン
ズ
に
よ
る
イ
ベ
ン
トT

he 
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が
兵
庫
県
立
芸
術
文
化
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
た
。
ド
ル
フ
ィ

ン
ズ
の
年
内
最
後
の
イ
ベ
ン
ト

で
あ
る
と
同
時
に
、
４
回
生
の

最
後
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
あ
っ

た
。

　
イ
ベ
ン
ト
の
出
だ
し
は
白

雪
姫
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
行
わ
れ
た
。

書
の
中
に
出
て
く
る
自
分
よ
り

も
恵
ま
れ
な
い
羊
飼
い
た
ち
は

キ
リ
ス
ト
生
誕
の
時
に
ど
の
よ

う
に
救
わ
れ
た
の
か
見
に
行

き
、
自
分
も
き
っ
と
救
わ
れ

る
と
考
え
直
す
と
い
う
ス
ト
ー

リ
ー
だ
。
講
演
時
間
は
10

分
か
ら
15
分
だ
が
、
非
常

に
凝
っ
た
内
容 

だ
っ
た
。

　
出
演
者
は
、
神
学
部
生

か
ら
学
年
を
問
わ
ず
集
め

ら
れ
た
。
ま
た
今
年
は
、

出
演
者
の
中
に
、
中
央
協

議
会
残
存
公
認
自
治
団
体

（
通
称
六・二
）
メ
ン
バ
ー

の
姿
も
見
ら
れ
た
。
メ
ン

バ
ー
と
練
習
を
続
け
て
、

出
演
者
、
ス
タ
ッ
フ
の
結

束
が
固
く
な
っ
て
い
く
こ

と
は
や
り
が
い
に
な
っ
て

い
る
そ
う
だ
。

　
今
年
は
、
新
月
祭
で
の
企
画

に
も
力
を
入
れ
て
い
た
。
例
年

よ
り
も
準
備
が
１
ヶ
月
短
く
な

り
、
メ
ン
バ
ー
が
揃
う
機
会
が

限
ら
れ
て
い
た
。
神
学
部
学
生

会
執
行
委
員
長
の
朴
潤
洙
さ
ん

（
神
・
３
）
は
、「
出
演
者
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
合
わ
せ
て
練
習

す
る
こ
と
は
、
大
変
で
は
あ
っ

た
が
何
と
か
成
功
さ
せ
る
こ
と

が
出
来
た
」と
語
る
。
ま
た
、

朴
さ
ん
は
今
回
の
ペ
ー
ジ
ェ

ン
ト
に
つ
い
て
、「
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
で
な
い
人
に
も
、
ク

リ
ス
マ
ス
に
つ
い
て
知
っ
て

も
ら
え
た
と
思
う
。 

今
年

は
、
他
学
部
で
講
演
す
る
こ

と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
、

次
回
か
ら
は
神
学
部
に
限
ら

ず
、
様
々
な
学
部
で
開
催
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

　
最
後
に
朴
さ
ん
は
、
関
学

生
に
向
け
て
「
何
だ
か
神
学

部
に
近
づ
き
に
く
い
と
い
う

声
も
あ
り
ま
す
が
、
神
学
部
学

生
会
の
外
部
で
の
活
動
を
通
し

て
、
聖
書
や
神
学
部
に
ど
ん
ど

ん
興
味
持
っ
て
も
ら
え
れ
ば
幸

い
で
す
」
と
話
し
た
。

だ
。
キ
リ
ス
ト
生
誕
の
日
で
あ

る
ク
リ
ス
マ
ス
の
前
に
行
わ
れ

る
。
神
学
部
学
生
会
が
講
演
す

る
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
主
な
目
的

は
、ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
行
っ
て
、

ク
リ
ス
マ
ス
に
つ
い
て
も
っ
と

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
だ
。

　
毎
年
監
督
や
脚
本
の
担
当
が

変
わ
る
の
で
、
劇
風
が
シ
リ
ア

ス
に
な
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
コ

メ
デ
ィ
風
に
な
る
こ
と
も
あ

る
。
今
回
の
劇
の
ス
ト
ー
リ
ー

は
、
江
戸
時
代
の
身
分
が
低
い

武
士
が
、
天
使
に
連
れ
ら
れ
て

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
を
す
る
。
聖

KGニュース
　
昨
年
12
月
６
日
、
文
化
総
部

関
西
学
院
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と
、

各
寮 

に
よ
る
キ
ャ
ロ
リ
ン
グ

が
行
わ
れ
た
。
キ
ャ
ロ
リ
ン
グ

と
は
、
互
い
に
賛
美
歌
や
ク
リ

ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を
歌
い
あ
っ
て

ク
リ
ス
マ
ス
を
祝
う
、
毎
年
12

月
に
あ
る
恒
例
の
行
事
だ
。

　
今
回
の
キ
ャ
ロ
リ
ン
グ
に
つ

い
て
、
１
１
６
代
演
奏
依
頼
担

当
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
堀
内
宏
輝

さ
ん
（
法
・
２
）
は
、「
寒
い

中
の
移
動
が
大
変
だ
っ
た
が
、

皆
さ
ん
が
暖
か
く
聞
い
て
く
れ

た
の
で
楽
し
く
演
奏
で
き
た
。

進
行
に
あ
た
っ
て
は
、
聖
和
寮

と
の
時
間
調
整
が
苦
労
し
た
」

と
話
し
た
。

　
ク
リ
ス
マ
ス
の
曲
の
他
に
、

毎
年
恒
例
で
あ
る
お
ニ
ャ
ン
子

ク
ラ
ブ
の
「
セ
ー
ラ
ー
服
を
脱

が
さ
な
い
で
」
を
演
奏
し
た
。

セ
ー
ラ
ー
服
を
着
た
男
子
部
員

が
前
に
出
て
ノ
リ
ノ
リ
で
歌
う

と
い
う
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披

露
。
笑
い
を
誘
い
盛
り
上
が
っ

た
。

　
ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン
の
演

奏
が
終
わ
る
と
、
今
年
度
の
演

奏
会
は
２
月
16
日
に
行
わ
れ
る

関
西
学
院
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
リ
サ

イ
タ
ル
の
み
と
な
る
と
い
う
。

堀
内
さ
ん
は
「
４
回
生
に
と
っ

て
最
後
の
演
奏
会
に
な
る
の

で
、
悔
い
の
な
い
よ
う
に
本
番

を
迎
え
た
い
」
と
意
気
込
み
を

語
っ
た
。

こ
の
演
技
で
は
普
段
の
ド
ル

フ
ィ
ン
ズ
と
は
一
味
違
っ
た
、

時
に
可
憐
で
、
時
に
毒
々
し

い
、
ア
ク
セ
ン
ト
を
効
か
せ
た

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
よ
う
な
演
出

が
観
客
を
楽
し
ま
せ
た
。

　
後
半
に
は
伝
統
あ
る
ド
ル

フ
ィ
ン
ズ
の
力
強
い
チ
ア
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
の
他
、
ド
ル
フ
ィ
ン

ズ
の
応
援
に
駆
け
付
け
た
野
球

部
や
ラ
ク
ロ
ス
部
等
の
体
育
会

系 

と
コ
ラ
ボ
し
た
ダ
ン
ス
の

記
憶
ゲ
ー
ム
や
、
ド
ル
フ
ィ
ン

ズ
Ｏ
Ｇ
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
、
小
学
生
の
子
ど
も
た
ち
に

よ
る
チ
ア
な
ど
、
様
々
な
種
類

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
周
囲
を
魅
了

し
た
。

　
４
回
生
の
引
退
セ
レ
モ
ニ
ー

で
は
、
チ
ー
ム
を
支
え
て
き
た

４
回
生
に
む
け
て
後
輩
か
ら
感

謝
の
言
葉
と
花
束
が
贈
ら
れ

た
。
４
回
生
の
挨
拶
で
は
こ
れ

ま
で
見
守
っ
て
く
れ
た
家
族
や

友
達
へ
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
、

後
輩
に
対
す
る
エ
ー
ル
が
送
ら

れ
た
。

会場は白熱した

熱弁をふるう鎌仲監督

　
昨
年
12
月
22
日
、
西
宮
上
ケ

原
キ
ャ
ン
パ
ス
Ｂ
号
館
１
０
３

号
教
室
で
「
六
ヶ
所
村
ラ
プ
ソ

デ
ィ
ー
上
映
会
＆
鎌
仲
ひ
と
み

監
督
講
演
会
～
ぼ
く
た
ち
が
住

む
国
の
、
ぼ
く
た
ち
の
知
ら
な

い
こ
と
。
～
」が
開
催
さ
れ
た
。

主
催
は
関
西
学
院
ヒ
ュ
ー
マ
ン

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
災
害
復

興
支
援
共
働
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム
Ａ
ｍ
ｅ
だ
っ
た
。

　
２
０
０
４
年
に
青
森
県
上

北
郡
六
ヶ
所
村
に
、
日
本
の

原
子
力
発
電
所
で
燃
や
さ
れ

た
使
用
済
み
核
燃
料
か
ら
ウ

ラ
ン
と
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
取

り
出
す
再
処
理
工
場
が
建
設

さ
れ
た
。
稼
動
に
向
け
て
動

き
出
し
た
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
め
ぐ
っ
て
、
村
人
達
は

自
身
の
様
々
な
立
場
か
ら
推

進
派
と
反
対
派
に
分
か
れ
て

い
く
。
過
疎
化
が
著
し
い
こ

の
地
区
の
再
生
を
推
進
す
る
推

進
派
と
核
施
設
の
危
険
性
を
訴

え
る
反
対
派
、
そ
し
て
ど
ち
ら

に
も
属
さ
な
い
中
立
派
と
い
っ

た
村
人
が
登
場
。
自
ら
の
生
活

と
直
結
す
る
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
つ
い
て
自
ら
の
立
場
を
踏

ま
え
て
語
っ
て
い
た
。

　
日
本
人
は
誰
も
が
み
な
原
子

力
発
電
の
恩
恵
に
預
か
っ
て
い

る
。
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て

原
発
の
安
全
神
話
が
崩
壊
し
た

今
日
、
私
達
は
再
び
決
断
を
迫

ら
れ
て
い
る
。
六
ヶ
所
村
の
こ

の
問
題
は
決
し
て
他
人
事
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
を
考
え
さ
せ

ら
れ
る
構
成
だ
っ
た
。

　
鎌
仲
監
督
の
講
演
会
で
は
、

こ
の
映
画
を
制
作
す
る
に

あ
た
っ
て
苦
労
し
た
事
な

ど
が
語
ら
れ
た
。
鎌
仲
監

督
は
、
推
進
派
と
反
対
派

双
方
の
声
を
取
り
入
れ
た

か
っ
た
が
、
推
進
派
側

か
ら
は
取
材
拒
否
が
相
次

ぎ
、苦
労
し
た
と
話
し
た
。

ま
た
、
当
時
は
収
入
が
ほ

と
ん
ど
見
込
ま
れ
な
か
っ

た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に

様
々
な
苦
労
を
経
て
作
ら

れ
た
映
画
に
つ
い
て
鎌
仲

監
督
は
、
原
子
力
に
つ
い

て
「
科
学
者
達
は
自
分
が

当
事
者
だ
と
い
う
意
識
が
少
な

い
。
こ
の
映
画
が
原
子
力
に
つ

い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
嬉
し
い
」
と
語
っ
た
。

　ク
リ
ス
マ
ス
に
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
を
行
っ
た
の
は
、
大
学
だ

け
で
は
な
い
。

　こ
こ
で
は
、
学
生
団
体
が
開

催
し
た
ク
リ
ス
マ
ス
関
連
の
イ

ベ
ン
ト
を
ニ
ュ
ー
ス
記
事
と
し

て
紹
介
し
て
い
き
た
い
。
も
し

興
味
が
湧
い
た
も
の
が
あ
れ

ば
、
来
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
に
ぜ

ひ
参
加
し
て
ほ
し
い
。

関西学院大学新聞総部

部員募集! !
新聞に興味がある人、自分の考えを伝えたい人、
とにかく何かしたい人、誰でも歓迎します。

連絡先　総部長 大村若菜（社・2）　
kgpress2009@yahoo.co.jp

クリスマスの起源を知る

再処理工場と六ヶ所村の住民

学
生
団
体
の

ク
リ
ス
マ
ス
行
事

六ヶ所村ラプソディー上映会
関西学院ヒューマンサービスセンター 
災害復興支援共働プラットホームAme

キ
ャ
ロ
リ
ン
グ

関
西
学
院
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、

大
学
各
寮

ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト

神
学
部
学
生
会
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昨年もにぎわいを見せた
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処
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

劇
は
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
で

終
わ
ら
な
か
っ
た
。

　
演
出
を
担
当
し
た
門
脇

大
地
さ
ん
（
経
・
２
）
は

「
今
回
は
、
先
輩
が
引
退

し
た
あ
と
の
部
内
の
空

白
を
表
現
し
た
か
っ
た
で

す
」
と
話
す
。
ま
た
、
役

者
一
人
ひ
と
り
の
個
性

し
い
。今
は
関
学
内
だ
け
だ
が
、

関
関
同
立
な
ど
に
広
げ
て
い
け

た
ら
」
と
安
田
さ
ん
は
今
後
の

意
気
込
み
を
語
っ
た
。

て
入
試
で
は
応
援
グ
ッ
ズ
を
あ

げ
る
こ
と
も
あ
る
。

　
今
回
は
赤
本
を
30
冊

送
っ
た
が
、
応
募
は
60

冊
ほ
ど
な
の
で
抽
選
に

し
た
。
ま
た
、
赤
本
の

対
象
学
部
や
年
度
が

様
々
な
の
で
希
望
を
聞

い
た
が
、
赤
本
が
足
り

ず
希
望
に
沿
え
な
か
っ

た
と
い
う
。「
多
く
の

受
験
生
が
応
募
し
て
く

れ
た
。
こ
れ
か
ら
学
内

で
の
活
動
を
活
発
化
し

て
、続
け
て
い
き
た
い
」

と
安
田
さ
ん
は
話
す
。

　「
赤
本
を
持
っ
て
い
る
人
が

い
た
ら
、
そ
れ
を
寄
付
し
て
欲

独
創
性
が
な
い
の
が
難
点
で
あ

る
。
日
本
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に

出
遅
れ
て
い
る
と
し
、
世
界
に

通
用
す
る
人
材
を
育
成
し
て
い

く
こ
と
を
説
い
た
。

　
英
語
教
育
の
必
要
性

を
述
べ
る
と
同
時
に
、

「
最
低
限
の
語
学
力
を

持
ち
、
ハ
ー
ト
が
あ
る

な
ら
理
解
で
き
る
。
手

紙
を
書
き
、
気
配
り
や

気
遣
い
を
大
切
に
す
る

こ
と
。
率
直
に
心
を
開

き
、
生
身
の
人
間
同
士

の
付
き
合
い
を
す
れ
ば

理
解
し
合
え
る
」
と
話

し
た
。

　「
自
分
の
立
ち
位
置

を
国
内
だ
け
で
考
え
な

い
で
欲
し
い
。
グ
ロ
ー

バ
ル
化
す
る
社
会
の
中

で
、時
代
の
先
を
読
み
、

人
生
設
計
を
す
る
こ
と
が
必

要
。
ま
だ
若
い
学
生
の
皆
さ
ん

に
は
意
気
揚
々
と
人
生
を
歩
ん

で
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ

た
。

ル
し
た
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
中
の

人
々
に
ビ
ラ
を
配
っ
た
り
し

た
。

　
献
血
週
間
で
採
血
さ
れ
た
血

液
の
大
半
は
、
癌
や
白
血
病
等

の
治
療
の
た
め
に
使
用
さ

れ
る
。
注
射
に
対
す
る
マ

イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、

献
血
を
遠
慮
す
る
人
も
多

い
が
、
一
人
の
血
液
で
多

く
の
人
々
を
助
け
る
こ
と

が
で
き
る
。

　「
年
間
を
通
し
て
約

２
０
０
０
人
の
方
々
が
献

血
に
来
て
下
さ
っ
た
が
、

も
っ
と
多
く
の
人
に
献
血
に
来

て
ほ
し
い
で
す
。
献
血
は
病
に

苦
し
む
患
者
さ
ん
の
光
明
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し

い
で
す
」
と
遠
藤
さ
ん
は
話
し

た
。

　
１
月
10
日
、
大
学
図
書
館

ホ
ー
ル
に
て
産
業
研
究
所
講
演

会
「
外
国
人
と
の
出
会
い
か

ら
学
ん
だ
こ
と
」
が
行
わ
れ

た
。
講
師
は
鴻
池
運
輸
株
式

会
社
代
表
取
締
役
会
長
の
辻

卓
史
氏
だ
。
グ
ロ
ー
バ
ル
時

代
に
お
い
て
企
業
や
日
本
人

は
ど
う
対
応
す

べ
き
か
を
、
中

国
、
ベ
ト
ナ
ム
、

ア
メ
リ
カ
、
ブ
ー

タ
ン
な
ど
多
く

の
国
に
渡
っ
た

実
体
験
を
も
と

に
語
っ
た
。

　
日
本
人
は
高

い
資
質
を
持
っ

て
い
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
内
向
き
安

定
志
向
で
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

が
低
い
。
ま
た
、
ア

イ
デ
ィ
ア
に
乏
し
く

　
宗
教
総
部
献
血
実
行
委
員
会

は
昨
年
11
月
28
、
29
日
に
神
戸

三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
12
月
２

か
ら
６
日
に
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ

ン
パ
ス
で
冬
の
献
血
週
間
を

行
っ
た
。
両
キ
ャ
ン
パ
ス

合
わ
せ
、
受
付
者
数
は

５
４
６
人
、
献
血
者
数
は

３
２
３
人
で
あ
っ
た
。

　
今
回
の
献
血
週
間
に
つ

い
て
委
員
長
の
遠
藤
有
梨

沙
さ
ん
（
文
・
３
）
は

「
毎
年
、
冬
の
受
付
者
数
・

献
血
者
数
と
も
に
少
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。
特
に
、

今
年
は
12
月
２
日
か
ら
４
日
は

厳
し
か
っ
た
が
、
５
、６
日
は

呼
び
か
け
の
成
果
も
あ
っ
て
多

く
の
人
々
が
来
て
く
れ
た
」
と

話
す
。

　
気
温
の
低
さ
か
ら
外
を
出
歩

く
人
が
少
な
く
、
人
を
呼
び
込

む
の
に
苦
労
し
た
と
い
う
。
授

業
の
時
間
を
借
り
て
ア
ピ
ー

を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
に
苦
労

し
た
と
い
う
。
難
解
な
セ
リ
フ

の
意
味
を
役
者
に
理
解
さ
せ
て
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
演
じ
て
も
ら

う
こ
と
に
努
め
た
。

　
劇
研
究
部
は
今
年
１
月
１
日

を
も
っ
て
劇
研
究
部 

劇
団 

狸

寝
入
へ
と
改
名
す
る
。
門
脇
さ

ん
は
由
来
を
「
狸
が
森
で
人
々

に
ま
や
か
し
を
か
け
る
が
如

く
、
舞
台
と
い
う
森
で
観
客
に

演
技
を
通
し
て
感
動
の
ま
や
か

し
を
か
け
る
」
と
説
明
し
た
。

劇
団 

狸
寝
入
の
今
後
に
期
待

し
た
い
。

　
昨
年
８
月
に
学
生
団
体

L
inkall

は
、
活
動
の
一
環
と

し
て
赤
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立

ち
上
げ
た
。
学
生
か
ら
赤
本
を

譲
っ
て
も
ら
い
、T

w
itter

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
赤
本
を
使

い
た
い
受
験
生
を
募
集
。
10
月

末
に
無
料
で
発
送
し
た
。

　
学
生
団
体L

inkall

の
安
田

直
真
さ
ん
（
人
福・２
）
は
「
関

学
を
め
ざ
す
受
験
生
を
応
援

し
、関
学
生
と
し
て
助
け
た
い
」

と
語
る
。
あ
ま
り
古
い
赤
本

は
使
わ
ず
、
４
年
前
ま
で
の

も
の
を
使
う
。
ま
た
学
内
に

ビ
ラ
を
貼
り
、
回
収
の
効
率

化
を
図
っ
て
い
る
。

　
受
験
生
と
はT

w
itter

や
メ
ー
ル
で
や
り
取
り
を
し

て
お
り
、
喜
び
の
声
が
届
く

と
い
う
。
ま
た
、

受
験
生
に
ポ
ス
ト

カ
ー
ド
を
送
っ
た

り
も
し
て
い
る
。

活
動
はT

w
itter

上
や
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
っ

て
お
り
、
直
接
会
っ

　
劇
研
究
部T

heater H
i-

W
ind

の
12
月
３
回
生
引
退

公
演
が
昨
年
12
月
13
日
か
ら
15

日
に
か
け
て
行
わ
れ
た
。
引
退

公
演
は
毎
年
12
月
に
行
っ
て
お

り
、
今
回
は
ピ
ル
グ
リ
ム
（
聖

地
を
巡
る
巡
礼
者
）
を
題
材
に

選
ん
だ
。

KGニュース

　
11
月
26
日
、
衆
議
院
の
国
家

安
全
保
障
特
別
委
員
会
に
お
い

て
、
安
倍
内
閣
が
立
案
し
た
特

定
秘
密
保
護
法
案
が
可
決
さ
れ

た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
日
本
各
地
で

反
対
デ
モ
が
行
わ
れ
た
。
民
主

党
を
筆
頭
に
野
党
側
の
激
し
い

反
発
も
あ
っ
た
。

　
こ
の
法
案
は
、
端
的
に
言
え

ば
高
度
な
機
密
情
報
で
あ
る

「
特
定
秘
密
」
の
漏
え
い
を
防

止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
法

律
だ
。
こ
こ
で
の「
特
定
秘
密
」

と
は
、（
１
）
防
衛
、（
２
）
外
交
、

（
３
）
特
定
有
害
活
動
（
ス
パ
イ

な
ど
）
の
防
止
、（
４
）
テ
ロ
活

動
防
止
―
に
関
す
る
４
分
野
23

項
目
を
指
す
。
漏
え
い
さ
せ
た

公
務
員
な
ど
へ
の
罰
則
は
最
も

重
い
も
の
で
懲
役
10
年
、
特
定

秘
密
を
取
得
し
た
側
も
最
高
で

懲
役
10
年
が
科
せ
ら
れ
る
。

 

こ
の
法
案
の
賛
成
派
の
主
張

の
１
つ
に
、
既
に
多
く
の
国
で

こ
の
法
案
と
同
様
の
法
律
が
施

行
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意
見

が
あ
る
。
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ

や
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど

で
は
、
国
家
機
密
を
漏
ら
し
た

場
合
、
こ
の
法
案
と
同
等
も
し

く
は
そ
れ
以
上
の
罰
則
が
科
さ

れ
る
。
ま
た
、
他
国
と
情
報
を

共
有
す
る
上
で
無
く
て
は
な
ら

な
い
法
律
だ
と
い
う
意
見
も
あ

る
。
確
か
に
、
情
報
を
す
ぐ
漏

え
い
し
て
し
ま
う
国
家
と
は
信

頼
関
係
が
築
け
な
い
。

　
し
か
し
、
こ
の
法
案
に
は
問

題
点
も
多
く
存
在
す
る
。
指
摘

す
る
べ
き
点
は
、
日
本
国
民
が

持
つ
「
知
る
権
利
」
が
阻
害
さ

れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
と
い

う
こ
と
だ
。
こ
の
法
案
の
第
21

条
に
は
、国
民
の
「
知
る
権
利
」

「
報
道
の
自
由
」「
取
材
の
自
由
」

を
保
障
す
る
と
明
記
さ
れ
て
い

る
。
取
材
行
為
に
つ
い
て
は
、

「
法
令
違
反
や
著
し
く
不
当
な

方
法
と
認
め
ら
れ
な
い
限
り
正

当
な
業
務
と
し
て
罰
し
な
い
」

と
さ
れ
て
い
る
。

　
だ
が
、
何
が
正
当
で
何
が
不

当
な
行
為
で
あ
る
か
と
い
う
線

引
き
は
曖
昧
で
、
国
民
へ
の
説

明
が
十
分
に
な
さ
れ
な
い
ま
ま

可
決
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
大
変
危
険

な
も
の
で
あ
る
と
感
じ
る
。
国

の
上
層
部
に
と
っ
て
漏
ら
さ
れ

た
く
な
い
情
報
は
す
べ
て
不
当

な
も
の
と
し
て
処
理
さ
れ
て
し

ま
う
可
能
性
が
あ
る
か
ら
だ
。

正
当
で
あ
る
か
不
当
な
行
為
で

あ
る
か
を
判
断
す
る
第
三
者
機

関
は
こ
の
法
案
で
は
述
べ
ら
れ

て
お
ら
ず
、
判
断
が
恣
意
的
に

な
る
恐
れ
は
十
分
に
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
こ
の
基
準
が
曖
昧
な

た
め
、
公
務
員
が
本
来
隠
す
必

要
の
な
い
情
報
の
提
供
も
拒
ん

で
し
ま
う
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。
こ
れ
は
民
主
主
義
国
家
と

し
て
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と

で
は
な
い
か
。

　
法
案
が
可
決
さ
れ
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
日
本
が
他
国
か
ら
の

信
頼
を
得
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
を
他
国
と
共
有
で
き
る
よ
う

に
な
る
こ
と
に
大
い
に
期
待
し

た
い
。
し
か
し
、
や
は
り
政
府

は
こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
曖
昧

な
線
引
き
の
説
明
責
任
を
し
っ

か
り
と
果
た
す
べ
き
で
あ
る
。

　
戦
時
中
に
は
、
政
府
の
情
報

統
制
の
下
で
、
世
論
操
作
が
大

規
模
に
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
そ
の
後
目
の
当
り
に
し
た

現
実
を
見
れ
ば
、
こ
の
情
報
統

制
が
成
功
だ
っ
た
と
言
う
こ
と

は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

　
こ
の
法
案
の
可
決
が
戦
時
中

の
よ
う
な
大
規
模
な
情
報
統
制

に
つ
な
が
る
と
は
考
え
に
く
い

が
、
情
報
を
公
開
す
る
こ
と
で

他
国
と
の
揉
め
事
や
戦
争
を
避

け
る
こ
と
が
出
来
る
可
能
性
が

高
ま
る
こ
と
も
確
か
だ
。
情
報

を
公
開
す
る
た
め
に
法
・
制
度

も
充
実
す
る
べ
き
だ
。
政
府
に

は
、
国
民
の
「
知
る
権
利
」
を

保
障
し
、
国
民
の
意
見
を
し
っ

か
り
と
反
映
し
た
ク
リ
ー
ン
な

政
治
を
行
う
こ
と
を
期
待
し
た

い
。
情
報
を
遮
断
し
、
国
民
に

一
切
の
決
定
権
を
与
え
ず
、
国

の
上
層
部
の
み
が
政
治
を
行
っ

て
い
た
戦
時
中
の
悲
劇
を
繰
り

返
さ
な
い
た
め
に
。

『特定秘密保護法案の可決』『特定秘密保護法案の可決』
日進月歩日進月歩論説

　
作
家
で
あ
る
六

本
木
さ
ね
あ
つ
は

小
説
の
連
載
を
打

ち
切
ら
れ
て
し
ま

い
、
最
後
の
チ
ャ

ン
ス
と
し
て
長
編

小
説
を
書
く
こ
と

を
決
め
た
。
小
説

で
は
、
数
人
の
旅

人
が
癒
し
の
境
地

で
あ
る
オ
ア
シ
ス

を
目
指
し
な
が
ら

短
命
族
、
奴
隷
族

等
、
数
多
く
の

人
々
が
巡
り
会
っ

て
い
く
。
そ
の
小

説
に
六
本
木
自
ら
も
吸
い

込
ま
れ
て
し
ま
う
と
い
う

ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
。

　
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
複
雑

な
展
開
が
交
錯
す
る
中
、

初
め
は
笑
い
を
誘
う
場
面

も
あ
っ
た
が
、
ス
ト
ー

リ
ー
が
進
む
に
つ
れ
て
シ

リ
ア
ス
さ
が
増
し
て
い
っ

た
。
六
本
木
は
自
ら
磔
に

検 索関西学院大学新聞総部　Facebook

始めました。続々、更新中!!

劇研究部Theater Hi-Windの部員

Linkallの安田直真さん

受験生へ赤本をとどける

世界に通用する人材の育成へ

ピルグリムを題材に

献血に協力を

赤
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

学
生
団
体L

in
k
a
ll

冬の献血週間
宗教総部献血実行委員会

産業研究所講演会
外国人との出会いから

学んだこと

3回生引退講演
劇研究部 Theater Hi-Wind



2014年2月1日関 西 学 院 大 学 新 聞

2014年2月1日 関 西 学 院 大 学 新 聞 4朝食特集

する朝食の力
三 文 の 徳 〜

関
学
生
１
０
０
人
に
聞
き
ま
し
た
。

「
１
０
０
円
朝
食
ど
う
思
う
？
」

食べた！
81％

食べていない
19％

　
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
ま
ず
驚
い
た
の
は
、「
今
朝
、

朝
食
を
食
べ
た
か
」
と
い
う
質

問
に
81
％
の
学
生
が
「
は
い
」

と
答
え
た
と
い
う
点
で
す
。
内

閣
府
が
２
０
０
９
年
に
全
国
の

大
学
生
を
対
象
に
行
っ
た
調
査

に
よ
る
と
、
朝
食
を
ほ
と
ん
ど

毎
日
食
べ
る
学
生
が
全
体
の

61
・
１
％
で
し
た
。
今
回
の
ア

ン
ケ
ー
ト
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
実

施
日
当
日
に
朝
食
を
と
っ
た
か

ど
う
か
を
尋
ね
た
も
の
だ
っ
た

の
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
し

て
く
れ
た
学
生
が
毎
日
朝
食
を

と
っ
て
い
る
か
は
不
明
で
す

が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の

81
％
と
い
う
確
率
は
高
い
と
言

う
こ
と
が
出
来
そ
う
で
す
。

　「
関
学
で
１
０
０
円
朝
食
を

実
施
し
た
場
合
、
利
用
し
た

い
で
す
か
」
と
い
う
質
問
に

は
、
54
％
の
学
生
が
「
は
い
」

と
回
答
し
ま
し
た
。
立
命
館
大

学
を
始
め
、
複
数
の
大
学
で
実

施
さ
れ
て
い
る
１
０
０
円
朝
食

は
、
学
生
た
ち
に
も
好
評
で
、

本
学
で
も
実
施
す
れ
ば
人
気
が

出
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、「
い
い
え
」
と
答
え
た
学

生
の
中
に
は
、
家
か
ら
大
学
ま

で
が
遠
く
、
朝
食
の
提
供
時

間
内
に
大
学
に
行
く
の
が
辛

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意

見
も
あ
り
ま
し
た
。
事
実
、

１
０
０
円
朝
食
を
利
用
し
た

い
と
答
え
た
学
生
は
下
宿
生

が
多
く
、
仮
に
本
学
で
実
施

し
た
場
合
、
利
用
者
は
下
宿

生
や
、
家
か
ら
大
学
ま
で
が

近
い
自
宅
生
が
中
心
に
な
り

そ
う
で
す
。

利用したい
54％

利用しない
46％

１
０
０
円
朝
食
に
つ
い
て

　
　
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
食
堂
店
長

佐
々
木
満
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
54
％

の
学
生
が
本
学
で
の
１
０
０

円
朝
食
実
施
を
望
ん
で
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ

れ
で
は
、
実
際
に
本
学
で

１
０
０
円
朝
食
が
実
施
さ
れ

る
可
能
性
は
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン

パ
ス
食
堂
店
長
の
佐
々
木
満

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

新
：
１
０
０
円
朝
食
に
賛
成

で
す
か
反
対
で
す
か
。

佐
：
賛
成
で
す
。
最
近
の
学

生
の
中
に
は
、
昼
食
を
お
に

ぎ
り
１
つ
や
お
菓
子
だ
け
で

済
ま
し
て
し
ま
う
人
も
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
１
０
０
円
朝
食

を
実
施
し
て
、
正
し
い
食
生

活
づ
く
り
を
手
助
け
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

新
：
実
際
に
、
１
０
０
円
朝
食

が
本
学
で
実
施
さ
れ
る
予
定
は

あ
り
ま
す
か
。

佐
：
今
の
と
こ
ろ
、
あ
り
ま
せ

ん
。１
０
０
円
朝
食
に
つ
い
て
、

立
命
館
大
学
の
食
堂
店
長
と
一

度
お
話
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
立
命
館
大
学
で
は
父
母
教

育
後
援
会
が
資
金
面
を
援
助
し

て
い
る
そ
う
で
す
。本
学
で
も
、

資
金
面
の
問
題
が
う
ま
く
ク
リ

ア
で
き
れ
ば
、
実
施
し
た
ほ
う

が
い
い
と
思
い
ま
す
ね
。

新
：
な
る
ほ
ど
。
条
件
が
整
え

ば
、
実
施
さ
れ
る
可
能
性
は
あ

る
の
で
す
ね
。
実
施
さ
れ
る
と

な
る
と
、
学
生
に
と
っ
て
は
非

常
に
あ
り
が
た
い
話
で
す
が
、

実
施
す
る
側
は
大
変
な
こ
と
も

多
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
辺
り

は
ど
う
お
考
え
で
す
か
。

佐
：
そ
う
で
す
ね
。
問
題
は

１
０
０
円
朝
食
を
目
当
て
に
ど

れ
く
ら
い
人
が
来
る
の
か
だ
と

思
い
ま
す
。
現
在
も
、
平
日
の

朝
は
朝
練
を
終
え
た
ア
メ
フ
ト

部
や
ラ
グ
ビ
ー
部
の
部
員
た
ち

が
多
く
利
用
し
て
い
ま
す
。
特

に
、水
曜
日
は
利
用
者
が
多
く
、

２
０
０
名
近
く
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
１
０
０
円

朝
食
を
目
当
て
に
来
る
学
生
が

加
わ
る
と
、
か
な
り
の
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
ス
タ
ッ

フ
の
増
員
な
ど
工
夫
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

新
：
や
は
り
実
施
す
る
側
の
負

担
は
大
き
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
ね
。負
担
を
減
ら
す
た
め
に
も
、

も
し
１
０
０
円
朝
食
を
実
施

す
る
な
ら
、
提
供
効
率
の
良

い
メ
ニ
ュ
ー
が
望
ま
し
い
と

思
い
ま
す
。
ど
ん
な
メ
ニ
ュ
ー

が
よ
い
と
思
い
ま
す
か
。

佐
：
実
施
す
る
側
と
し
て

は
、
定
食
が
楽
で
い
い
で
す

ね
。
し
か
し
、
最
近
の
学
生

た
ち
は
嫌
い
な
物
が
入
っ
て

い
る
と
定
食
を
頼
ん
で
く
れ

な
い
の
で
、
バ
イ
キ
ン
グ
形

式
の
方
が
い
い
の
か
な
と
思

い
ま
す
。

新
：
難
し
い
と
こ
ろ
で
す

ね
。
実
施
す
る
と
な
れ
ば
、

そ
の
辺
り
も
含
め
て
入
念
な

話
し
合
い
が
必
要
と
な
り
そ

う
で
す
ね
。
貴
重
な
お
時
間

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

今
日
、
あ
な
た
は
朝
ご
は

ん
を
食
べ
ま
し
た
か
？
朝
ご

は
ん
は
１
日
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
源
で
す
。
し
か
し
、
近
年

朝
ご
は
ん
を
摂
ら
な
い
若
者

が
増
え
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
の
調
べ
に
よ

る
と
、
２
０
１
１
年
度
の
全

世
代
の
朝
食
欠
食
率
が
男
性

14
・
４
％
、
女
性
11
・
１
％
で

あ
る
の
に
対
し
、
20
代
男
性

は
34
・
１
％
、
20
代
女
性
は

28
・
８
％
で
、
20
代
の
朝
食

欠
食
率
が
全
体
の
倍
以
上
高

い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま

た
、
10
年
前
の
20
代
の
朝
食

欠
食
率
は
男
性
30
・
７
％
、

女
性
23
・
７
％
で
今
よ
り
約

５
％
低
い
こ
と
か
ら
、
年
々

若
者
の
朝
食
欠
食
率
が
高
ま

っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
危
惧

し
て
、「
１
０
０
円
朝
食
」

と
呼
ば
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
て
い
る
大
学
が
日
本
全

国
に
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、

そ
の
一
部
の
大
学
を
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。

今日、朝ごはんを食べましたか？

関学で100円朝食を実施した場合
利用したいですか？

北海道工業大学
開 始 年：2010年
実施頻度：年２回（１回につき20日間）
提 供 元：学生医療互助会
目　　的：目　　的：朝食を摂ることの習慣づけ朝食を摂ることの習慣づけ
提供時間：提供時間：８時15分〜９時45分８時15分〜９時45分８時15分〜９時45分
メニュー例メニュー例：①さば定食、②玉子とウインナー①さば定食、②玉子とウインナー①さば定食、②玉子とウインナー
定食、③鶏肉と大根の煮物定食（①、②、定食、③鶏肉と大根の煮物定食（①、②、定食、③鶏肉と大根の煮物定食（①、②、
③のローテーション）もう１か所の食堂で③のローテーション）もう１か所の食堂で③のローテーション）もう１か所の食堂で
は日替わりで実施しているそうです。は日替わりで実施しているそうです。は日替わりで実施しているそうです。

いわき明星大学いわき明星大学（福島）
開 始 年：2007年2007年
実施頻度：年２回（１回につき２か月間）年２回（１回につき２か月間）
提　　供：大学・父母会大学・父母会
目　　的：朝食を摂ることで、長期休暇中朝食を摂ることで、長期休暇中
に崩れた生活リズムを取り戻してもらうことに崩れた生活リズムを取り戻してもらうこと
提供時間：８時〜10時８時〜10時
メニュー例：和定食と洋定食が日替わりで提和定食と洋定食が日替わりで提
供されています。また、うどん・そばセッ供されています。また、うどん・そばセッ
トもあり、こちらは毎日提供されています。トもあり、こちらは毎日提供されています。

駿河台大学駿河台大学（埼玉）（埼玉）
開 始始 年：2012年2012年
実施頻度：実施頻度：各学期（春・秋）開始当初の年各学期（春・秋）開始当初の年各学期（春・秋）開始当初の年
　　　　　　　　　　２回（１回につき約１か月間）２回（１回につき約１か月間）２回（１回につき約１か月間）
提　　供：提　　供：提　　供：300円相当の朝食に父母会が300円相当の朝食に父母会が300円相当の朝食に父母会が300円相当の朝食に父母会が
200円負担（援助）
目　　的：学生の健康的な生活サイクルの維持
提供時間：８時30分〜10時30分
メニュー例：定食（ご飯、ふりかけ、味噌汁、
オムレツ、ウインナー、サラダ）
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朝食特集

日本を元気に
〜 朝 食 は

　立命館大学では、2013年12月から京都、滋賀の
両キャンパスにおいて100円朝食が実施されてい
ます。
　以前、大学が行った調査では、「朝食を摂りま
すか」という設問に対し、「いいえ」または「時々」
と答えた学生が全体の４割を占め、朝食を摂らな
いことによる生活リズムの乱れなどが懸念されて
いました。このような状況を踏まえ、学生にきち
んと朝食を摂る習慣を身につけてもらうために、
以前からあった朝定食の価格を260円から100円に
変更し、提供することになったのです。
　その結果、100円朝食は大変好評で、特に学生の
半数を占める下宿生からの人気が高かったようで
す。これを受けて、当初は2014年4月から全面導
入する予定だったスケジュールを前倒しし、2013
年12月から全面的に導入されました。
　メニューは、京都の衣笠キャンパスの食堂では
ご飯Ｓサイズ、おかず150ｇ以内（グラムバー方
式）、味噌汁とバランスの良い内容になっていま
す。100円朝食の対象は、８時から８時40分の間に、
レジ精算を済ませた人です。

　早起きをして、朝食を食べると爽やかな気分になり、やる
気が湧いてくるというのは迷信ではありません。このことは、
科学的に実証されています。
　朝食を食べると、脳内で「ベータ・エンドルフィン」と呼
ばれる快感物質が分泌されます。この物質は、脳幹の中脳に
位置する「A10細部核」（以下よりA10）の作用を促進します。
A10は14,000個の神経細胞の集まりで、「意」「情」「知」のそ
れぞれの中枢に神経繊維を伸ばして、相手の細胞にドーパミ
ンと呼ばれる神経伝達物質を渡して、それらの活動を制御し
ています。
　「意」の中枢とは、「視床下部」です。A10は、視床下部に
神経繊維を出すことで、食欲と性欲という二大本能を制御し
ています。A10によって、視床下部が正常に機能していてこ
そ、食事のおいしさが生まれるのです。
　「情」の中枢とは、大脳基底核と大脳辺縁系です。ここの
機能が乱れると感情がうまくコントロールできなくなるとさ
れています。また、この部分は物事を記憶するのに必要とさ
れ、朝食を食べると記憶力が上昇することを説明する鍵です。
　最後に、「知」の中枢とは、大脳皮質です。大脳皮質の一
部である前頭葉では、思考力と想像力を育みます。
　このように、朝食を食べることは脳の働きをよくすること
と密接に関係しているため、１日のやる気を生み出すと言わ
れているのです。

立命館大学の100円朝食
科学で実証!!

朝食はやる気の源  Pi
ck Up

今
回
、
こ
の
特
集
に
取
り
組
ん
で
み
て
、
朝
食
の
効
果
は
科
学

的
に
も
証
明
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
効
果
に
多
く
の
人
々
が
関
心

を
寄
せ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
本
学
の
学
生
に
行
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も
、
８
割
以
上
の
学
生
が
朝
食
を
食
べ

て
い
る
と
答
え
て
お
り
、
朝
食
の
効
果
が
関
心
を
集
め
て
い
る

こ
と
を
反
映
し
た
結
果
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
回
、
こ
の
特
集
を
組
ま
せ
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
立
命
館
大

学
の
１
０
０
円
朝
食
実
施
が
き
っ
か
け
で
し
た
が
、
取
材
を
通

し
て
、
そ
れ
以
前
か
ら
１
０
０
円
朝
食
を
実
施
し
て
い
る
大
学

が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
、
日
本
の
大
学
の
学
生
へ
の

愛
情
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
１
０
０
円
朝
食
の
多
く
が

父
母
会
の
支
援
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
お
り
、
保
護
者
の
方
々
の

親
心
も
同
時
に
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ぜ
ひ
と
も
、
本

学
で
も
様
々
な
人
々
の
温
か
い
気
持
ち
に
よ
っ
て
１
０
０
円
朝

食
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
で
す
。
寒
い
日
が
続
き

ま
す
が
、
早
く
起
き
て
、
し
っ
か
り
と
朝
食
を
摂
り
、
爽
や
か

に
１
日
を
始
め
ら
れ
る
よ
う
心
掛
け
た
い
も
の
で
す
。

編 

集 

後 

記

福岡大学
開 始 年：2010年
実施頻度：年２回（１回につき５日間）
提 供 元：福岡大学学生健康保険互助組合
目　　的：学生たちに朝食の大切さを伝え、朝食学生たちに朝食の大切さを伝え、朝食
欠食状況を改善すること
提供時間：８時〜８時50分
メニュー例：①和定食・洋定食

立命館大学

 Pi
ck U

p

関西学院大学　　
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気
な
ん
か
じ
ゃ
な
い
。
そ
れ
は

一
つ
の
世
界
な
ん
だ
」
と
い
う

言
葉
が
あ
る
。
病
気
に
な
っ
て

み
な
い
と
分
か
ら
な
い
世
界
が

あ
る
、
と
い
う
Ｙ
の
言
葉
は
病

気
を
前
向
き
に
と
ら
え
、
人
を

成
長
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
だ
。

　
人
は
誰
し
も
記
憶
の
奥
底
に

逃
げ
た
い
と
望
み
、
時
に
は
立

ち
止
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

る
。
こ
の
作
品
は
そ
れ
で
も
い

い
の
で
は
な
い
か
と
言
っ
て
く

れ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
記
憶
の
世
界
と
現
実
が
複
雑

に
絡
み
合
い
、
少
し
変
わ
っ
た

幻
想
的
で
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
恋

愛
小
説
に
な
っ
て
い
る
。
読
者

に
冬
の
太
陽
の
日
差
し
の
よ
う

な
ぼ
ん
や
り
と
し
た
柔
ら
か
い

余
韻
を
残
す
だ
ろ
う
。

　
肌
寒
い
日
々
が
続
い
て
い

る
。
心
が
暖
か
く
な
る
よ
う
な

小
説
を
読
み
た
い
が
、
あ
り
き

た
り
な
恋
愛
小
説
に
は
飽
き
た

と
い
う
人
に
お
す
す
め
し
た
い

の
は
、
小
川
洋
子
作
の
「
余
白

の
愛
」
だ
。

　
主
人
公
の
「
わ
た
し
」
は
耳

を
病
み
入
院
し
て
い
た
。
彼
女

は
一
度
自
分
か
ら
離
れ
て
し

ま
っ
た
も
の
は
も
う
二
度
と
戻

ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う

不
安
を
抱
え
て
い
る
。
そ
ん
な

中
、
彼
女
の
前
に
耳
の
病
に
つ

小川　洋子

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
心
が
け
て

い
た
言
葉
だ
。
二
人
の
息
子
に

ク
リ
ス
マ
ス
に
語
り
聞
か
せ
て

い
た
ほ
ど
大
切
に
し
て
い
た
の

だ
と
い
う
。

　
１
９
２
９
年
ベ
ル
ギ
ー
に
生

ま
れ
た
オ
ー
ド
リ
ー
は
、
４
歳

の
時
に
戦
争
を
経
験
し
、
そ
の

後
、
両
親
の
離
婚
を
機
に
バ
レ

　
今
回
紹
介
す
る
の
は
、
か
の

有
名
な
女
優
オ
ー
ド
リ
ー
・
ヘ

プ
バ
ー
ン
が
愛
し
た
、
米
人
作

家
サ
ム
・
レ
ヴ
ェ
ン
ソ
ン
の
詩

『
時
を
へ
た
人
生
の
智
恵
』
の

冒
頭
に
記
さ
れ
て
い
る
言
葉
で

あ
る
。
こ
の
言
葉
は
、
オ
ー
ド

リ
ー
が
、
晩
年
に
ユ
ニ
セ
フ
親

善
大
使
を
務
め
た
と
き
に
、
ボ

エ
を
始
め
、
モ
デ
ル
で
生
計
を

立
て
て
戦
火
を
く
ぐ
り
抜
け
て

い
た
。
１
９
５
０
年
に
端
役
と

し
て
映
画
に
出
演
後
、
よ
う
や

く
実
力
を
認
め
ら
れ
て
、「
ロ
ー

マ
の
休
日
」
で
主
役
デ
ビ
ュ
ー

を
果
た
し
た
。
ス
ク
リ
ー
ン
で

の
彼
女
の
愛
ら
し
く
清
純
な
姿

か
た
ち
で
、
ま
る
で
困
難
な
人

生
を
生
き
抜
い
て
き
た
明
る
く

聡
明
な
性
格
が
映
し
出
さ
れ
て

い
る
よ
う
だ
。

　
顔
つ
き
、
特
に
そ
の
中
で
も

瞳
は
心
を
映
し
出
す
鏡
で
あ
る

と
よ
く
言
う
。
私
た
ち
は
よ
く

日
常
生
活
の
中
で
無
意
識
に
目

を
見
て
感
情
や
思
考
を
感
じ

取
っ
て
い
る
。
目
に
は
、
他
の

部
分
に
は
な
い
何
か
不
思
議

な
力
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
る
。

目
つ
き
の
優
し
い
人
は
、
心

も
穏
や
か
で
優
し
い
人
が
多

い
。
ま
た
、
鋭
い
目
つ
き
の
人

は
、
近
寄
り
が
た
く
思
っ
て
し

ま
う
。
最
近
は
た
く
さ
ん
の
メ

イ
ク
が
流
行
っ
て
い
る
が
、
表

面
的
な
可
愛
さ
や
美
し
さ
だ
け

に
執
着
せ
ず
に
、
内
面
的
な
魅

力
か
ら
素
敵
な
表
情
を
つ
く
る

こ
と
も
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た

い
。

　
ま
た
、
良
い
顔
つ
き
や
目
つ

き
に
は
言
葉
使
い
も
大
い
に
関

係
し
て
い
る
。
自
分
の
口
癖
を

ふ
と
気
に
と
め
て
み
る
と
、
物

事
が
う
ま
く
進
ま
な
い
と
き
に

限
っ
て
、
マ
イ
ナ
ス
思
考
な
言

葉
を
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に

使
い
、
自
分
で
気
分
を
沈
め
て

し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
意
外
と

多
い
。
ま
た
、
逆
に
と
て
も
困

難
な
状
況
に
陥
っ
て
も
、
前
向

き
な
言
葉
を
口
に
出
し
て
言
う

こ
と
で
な
ん
と
な
く
上
手
く
い

く
よ
う
な
気
持
ち
に
な
る
こ
と

も
あ
る
。
し
ん
ど
い
こ
と
や
辛

い
こ
と
が
こ
の
先
た
く
さ
ん
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
そ

ん
な
時
こ
そ
明
る
く
前
向
き
な

言
葉
を
心
が
け
る
こ
と
が
自
分

も
周
り
も
幸
せ
に
な
る
カ
ギ
な

の
で
は
な
い
か
。

い
て
の
取
材
の
た
め
に
速
記
者

Ｙ
が
現
れ
る
。「
わ
た
し
」
は
、

声
と
彼
の
指
が
ぴ
た
り
と
綺
麗

に
重
な
り
合
っ
て
い
た
の
で
手

品
を
見
て
い
る
よ
う
な
不
思
議

な
気
分
に
な
っ
た
。
彼
女
は
Ｙ

の
指
に
魅
力
を
感
じ
、
惹
か
れ

て
い
っ
た
。
Ｙ
は
「
わ
た
し
」

の
甥
で
あ
る
ヒ
ロ
と
と
も
に
、

不
安
定
な
彼
女
を
支
え
る
存
在

に
な
る
。
あ
る
日
、
彼
女
は
Ｙ

の
指
の
動
き
と
、
Ｙ
が
書
い
た

速
記
録
を
見
た
い
が
た
め
に
、

自
分
の
言
葉
を
速
記
し
て
欲
し

い
と
頼
む
。
自
分
の
耳

鳴
り
の
症
状
を
言
葉
に

し
て
み
て
、
彼
女
自
身

の
何
か
が
見
え
て
き

た
。

　
Ｙ
の
「
君
の
耳
は
病

　
時
計
台
の
す
ぐ
西
側
に
あ
る

大
学
図
書
館
は
、
多
く
の
学
生

や
教
職
員
が
足
を
運
ぶ
、
大
学

で
の
学
び
に
は
欠
か
せ
な
い
施

設
で
あ
る
。
今
回
は
、
大
学
図

書
館
の
歴
史
に
つ
い
て
語
る
。

　
本
学
の
図
書
館
は
、
西
宮
上

ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
移
転
す
る

前
か
ら
存
在
し
た
。
１
８
８
９

年
に
Ｗ
．Ｒ
．ラ
ン
バ
ス
が
神
戸

の
原
田
の
森
に
本
学
を
創
立

し
た
際
に
、
書し
ょ
じ
ゃ
く籍
館
と
い
う

名
前
で
誕
生
し
た
。
書
籍
館

は
、
仮
チ
ャ
ペ
ル
と
講
堂
と

し
て
も
使
用
さ
れ
た
。
初
代

館
長
は
Ｊ
．Ｃ
．Ｃ
．ニ
ュ
ー
ト
ン

で
、
現
在
の
大
学
図
書
館
が

主
催
す
る
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
、

J.C
.C
.N
ew
ton

賞
の
名
前

に
も
な
っ
て
い
る
。
１
９
０
８

年
に
は
、
増
築
さ
れ
た
３
階
部

分
の
半
一
部
を
図
書
館
と
し
、

図
書
、
新
聞
を
閲
覧
す
る
部
屋

が
設
け
ら
れ
た
他
、
書
庫
も
設

置
さ
れ
た
。
１
９
２
２
年
か
ら

は
ブ
ラ
ン
チ
・
メ
モ
リ
ア
ル
・

チ
ャ
ペ
ル
へ
施
設
を
移
す
。

　
１
９
２
９
年
に
な
り
、
本
学

は
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
に

移
転
し
た
。
同
時
期
に
、
時
計

台
付
き
の
図
書
館
が
寄
贈
さ

れ
る
。
時
計
台
は
元
々
図
書
館

と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
の
だ
。

キ
ャ
ン
パ
ス
の
設
計
を
手
が

け
た
の
は
Ｗ
．Ｍ
．ヴ
ォ
ー
リ
ズ

だ
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

で
、
地
下
室
付
き
、
広
さ
は
約

３
０
２
坪
だ
っ
た
。
１
９
９
５

年
に
な
る
と
建
物
を
拡
張
し
、

書
庫
な
ど
が
追
加
さ
れ
る
。
現

在
の
時
計
台
の
建
物
の
中
に
は

学
院
史
編
纂
室
と
博
物
館
開
設

準
備
室
が
あ
り
、
本
学
の
歴
史

に
関
す
る
資
料
の
収
集
や
、
整

理
お
よ
び
保
管
を
行
っ
て
い
る
。

　
１
９
６
３
年
に
は
建
物
の
背

部
（
現
在
の
図
書
館
部
分
）
に

書
庫
、
閲
覧
室
等
を
含
む
新
館

を
設
置
。
さ
ら
に
２
回
の
増
築

を
経
て
、
１
９
７
３
年
に
は
産

業
研
究
所
が
移
転
し
た
。

し
か
し
１
９
７
０
年
代
の
後
半

に
な
る
と
学
生
数
の
増
加
な
ど

を
背
景
に
、
図
書
館
の
広
さ
に

物
足
り
な
さ
を
感
じ
る
と
い
う

意
見
が
続
出
。
施
設
改
善
の
声

が
噴
出
し
た
。
１
９
８
０
年
代

に
は
、
図
書
館
長
が
学
長
に
要

望
書
、
検
討
案
な
ど
を
数
年
ご

と
に
提
出
す
る
。
そ
の
結
果
、

１
９
８
８
年
に
新
館
と
第
五
別

館
の
突
出
部
跡
地
を
使
用
し

て
、
新
し
く
図
書
館
を
設
置
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
１
９
９
３

年
か
ら
２
期
に
渡
っ
て
工
事
を

行
い
、
約
４
年
後
の
１
９
９
７

年
２
月
19
日
に
完
成
。
同
年
の

10
月
か
ら
開
館
し
た
。

　
現
在
は
、
２
０
０
１
年
に
開

館
し
た
神
戸
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス

の
図
書
メ
デ
ィ
ア
館
、
そ
し
て

西
宮
聖
和
キ
ャ
ン
パ
ス
の
大
学

図
書
館
（
短
期
大
学
図
書
館
）

と
共
に
、
本
学
の
知
的
活
動
を

大
き
く
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

他
に
も
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
は

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
資
料
の
展
示

を
行
っ
た
り
、
図
書
館
ホ
ー
ル

で
は
本
学
の
関
連
団
体
な
ど

の
、
講
演
会
や
上
映
会
な
ど

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い

る
。

「
大
学
図
書
館
」
　
　
　

『
美
し
い
唇
で
あ
る
た
め
に
は
、

　
美
し
い
言
葉
を
使
い
な
さ
い
。

　
美
し
い
瞳
で
あ
る
た
め
に
は
、

　
他
人
の
美
点
を
探
し
な
さ
い
』

　
　
　
　
　
オ
ー
ド
リ
ー
・
ヘ
ッ
プ
バ
ー
ン

　卒
業
後
、
先
生
は
ス
ー
パ
ー
や
モ
ー
ル
な
ど
の
大
型

店
舗
や
専
門
店
の
設
計
・
施
工
を
受
け
持
つ
会
社
の
受

付
業
務
に
就
い
た
。
そ
の
後
、
結
婚
し
子
育
て
の
た
め

い
っ
た
ん
退
職
、
そ
の
後
生
活
の
た
め
に
パ
ー
ト
を
始

め
た
。
仕
事
と
家
事
・
育
児
に
従
事
す
る
中
、
男
女
の

不
平
等
さ
を
感
じ
た
と
い
う
。「
ど
う
し
て
男
性
は
仕
事
、

女
性
は
家
事
・
育
児
と
い
う
社
会
的
に
振
り
分
け
ら
れ

て
い
る
の
だ
ろ
う
」
と
疑
問
を
持
っ
た
。
男
女
の
在
り

方
を
考
え
て
い
た
時
に
、
大
学
院
に
進
学
す
る
こ
と
を

提
示
し
て
く
れ
た
人
が
い
た
こ
と
も
あ
り
、
大
学
院
に

進
学
し
た
。

　そ
の
後
、
本
学
の
准
教
授
を
経
て
教
授
に
就
任
し
た
。

本
学
で
働
く
こ
と
を
決
め
た
理
由
は
、
伝
統
あ
る
名
門

校
で
あ
り
、
大
学
時
代
か
ら
そ
の
校
舎
・
学
風
に
あ
こ

が
れ
て
い
た
こ
と
、
社
会
福
祉
の
研
究
機
関
・
研
究
者

が
充
実
し
て
い
る
こ
と
だ
っ
た
。
先
生
は
「
好
き
な
研

究
が
で
き
、
そ
れ
を
学
生
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
が
一
番

の
や
り
が
い
で
あ
り
幸
せ
」
と
語
る
。

　先
生
は
、「
関
学
は
名
門
大
学
で
あ
る
の
で
、
そ
の
名

に
恥
じ
な
い
よ
う
な
行
動
を
し
、
誇
り
を
持
っ
て
大
学

生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
す
。
ま
た
、「
今
の
学
生

は
携
帯
電
話
等
で
デ
ー
タ
を
そ
の
場
で
入
手
し
て
い
る

が
、
図
書
館
等
に
自
分
で
足
を
運
ん
で
デ
ー
タ
を
手
に

入
れ
て
ほ
し
い
。
勉
強
や
研
究
は
刑
事
と
同
じ
、
足
で

稼
ぐ
も
の
で
あ
る
。」
と
学
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

　今
回
は
人
間
福
祉
学
部
社
会
福
祉
学
科
教
授
の
今
井

小
の
実
先
生
に
取
材
を
行
っ
た
。
先
生
の
研
究
領
域
は
、

ケ
ア
労
働
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
化
の
形
成
過
程
の
国

際
比
較
だ
。
日
本
の
福
祉
労
働
は
低
賃
金
、
低
待
遇
な

の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
の
理
由
の
一
つ
に
、
長
い
間
ケ

ア
労
働
を
女
性
が
行
っ
て
き
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

先
生
は
日
本
・
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
を

中
心
に
、
各
国
間
の
‘
ケ
ア
’
の
歴
史
的
背
景
を
探
っ

て
い
く
と
い
う
研
究
を
し
て
い
る
。

　先
生
は
大
学
時
代
、
音
楽
や
映
画
、
ミ
ニ
コ
ミ
誌
な

ど
複
数
の
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て
い
た
。
２
回
生
の
時
に

ア
メ
リ
カ
民
謡
研
究
会
に
入
っ
て
か
ら
は
そ
の
サ
ー
ク

ル
に
専
念
し
、
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
に
キ
ー
ボ
ー
ド
と
し
て

所
属
し
た
。
メ
ン
バ
ー
と
は
ス
タ
ジ
オ
練
習
や
コ
ン
サ

ー
ト
活
動
な
ど
の
ほ
か
に
も
、
多
く
の
時
間
を
共
に
し

充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
た
と
い
う
。
４
回
生
の
時

に
は
、
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
を
目
指
し
て
ダ
ブ
ル
ス
ク
ー

ル
に
も
通
っ
て
い
た
。

　先
生
は
「
大
学
時
代
で
は
、
人
は
見
か
け
に
よ
ら
な

い
こ
と
と
、
見
か
け
で
判
断
で
き
る
こ
と
両
方
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
た
」
と
話
す
。
自
分
が
人
を
判
断
す
る
時

は
内
面
を
見
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
る
一

方
、
自
分
が
人
の
前
に
出
る
時
は
、
第
一
印
象
で
見
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
。

いまい　このみ

1982年　関西大学社会学部卒業
1997年　同志社大学大学院文学研究科社会福祉学専攻博士前期課程修了
2000年　同志社大学大学院文学研究科社会福祉学専攻博士後期課程修了
2000年　大阪体育大学短期大学部保健福祉学科保健福祉専攻講師
2002年　大阪体育大学健康福祉学部専任講師
2003年　大阪体育大学健康福祉学部助教授
2008年　関西学院大学人間福祉学部准教授
2010年　関西学院大学人間福祉学部教授

大学時代の経験経験を糧に

今 
井  

小 

の 

実

人
間
福
祉
学
部

教

　
　
　
　授
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　今回のOBインタビュー「タイムスリップ」では、公認
会計士の中川翼さんに、学生時代のお話と、関学生へのメ
ッセージを聞きました。
　「K.G.PEOPLE」では、2013年度ミスキャンパスグラ
ンプリに選ばれた永井礼佳さんに話を聞きました。

　
ア
パ
ー
ト
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
横
に
、
こ
ん
な
お
知
ら
せ
が
張
っ
て
あ
っ
た
。

〈
来
る
二
月
十
六
日
（
日
）、正
午
よ
り
、ア
パ
ー
ト
裏
の
駐
車
場
に
て
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
行
い
ま
す
。

お
時
間
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
〉

　
こ
の
寒
い
な
か
、
外
で
肉
な
ん
か
食
べ
た
く
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
大
家
さ
ん
に
は
い
つ
も
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
参
加
す
る
こ
と
に
決
め
た
。

　
張
り
紙
を
見
た
次
の
日
の
朝
、
ゴ
ミ
を
出
し
に
外
へ
出
る
と
、
廊
下
の
窓
を
拭
い
て
い
る
大
家

さ
ん
と
会
っ
た
。

「
お
お
、
山
瀬
く
ん
。
お
は
よ
う
」

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

「
バ
ー
べ
キ
ュ
ー
、
来
て
く
れ
る
か
？
」

「
行
き
ま
す
よ
」

「
楽
し
み
だ
な
あ
。
肉
、
た
く
さ
ん
用
意
し
て
お
く
よ
」

　
大
家
さ
ん
が
満
面
の
笑
み
を
見
せ
た
。

　
し
か
し
一
週
間
後
の
日
曜
日
、
駐
車
場
に
集
ま
っ
た
の
は
、
オ
レ
と
、
名
前
も
知
ら
な
い
女
の

子
と
、
大
家
さ
ん
だ
け
な
の
だ
っ
た
。
駐
車
場
の
隅
に
は
大
量
の
肉
と
野
菜
が
積
ま
れ
て
あ
っ
た
。

風
に
吹
か
れ
て
マ
フ
ラ
ー
に
首
を
う
ず
め
た
三
人
を
、
大
家
さ
ん
は
何
度
も
指
さ
し
て
数
え
て
、

首
を
か
し
げ
た
。

「
今
日
は
こ
れ
だ
け
な
の
か
な
あ
」

「
そ
う
み
た
い
で
す
ね
」

　
オ
レ
は
あ
い
ま
い
に
う
な
ず
い
た
。
女
の
子
は
「
す
み
ま
せ
ん
」
と
謝
っ
た
。

「
な
ん
で
。
謝
る
こ
と
な
い
よ
、
深
井
さ
ん
」

　
大
家
さ
ん
が
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
準
備
も
せ
ず
、
突
っ
立
っ
て
い
る
よ
う
す
を
見
て
、
オ
レ
も
な

ん
だ
か
申
し
訳
な
い
気
持
ち
に
な
り
、

「
と
り
あ
え
ず
、
食
べ
ま
し
ょ
う
よ
」

　
と
提
案
し
て
み
た
。

「
そ
う
だ
ね
。
コ
ン
ロ
を
準
備
し
よ
う
」

　
オ
レ
は
大
家
さ
ん
の
部
屋
か
ら
コ
ン
ロ
を
運
び
、
組
み
立
て
る
の
を
手
伝
い
、
深
井
さ
ん
と
い

う
女
の
子
は
、
野
菜
を
串
に
通
し
て
い
く
作
業
に
取
り
か
か
っ
た
。

「
寒
い
ね
」

　
オ
レ
は
深
井
さ
ん
に
話
し
か
け
て
み
た
。
天
候
の
話
題
し
か
思
い
つ
か
な
い
自
分
に
し
ょ
げ
な

が
ら
。

「
寒
い
で
す
ね
」

「
冬
だ
か
ら
ね
」

「
冬
で
す
も
ん
ね
」

　
大
家
さ
ん
が
チ
ャ
ッ
カ
マ
ン
で
火
を
つ
け
た
。
オ
レ
は
串
の
一
本
を
網
に
の
せ
て
、
焼
け
る
の

を
待
っ
た
。
大
家
さ
ん
が
「
友
だ
ち
が
送
っ
て
く
れ
た
ん
だ
」
と
言
っ
て
持
っ
て
き
た
段
ボ
ー
ル

箱
の
中
に
は
、
枝
豆
が
山
盛
り
入
っ
て
い
た
。

「
山
瀬
く
ん
、
ビ
ー
ル
飲
む
？
」

「
は
い
」

　
深
井
さ
ん
は
ウ
ー
ロ
ン
茶
で
、
オ
レ
と
大
家
さ
ん
は
缶
ビ
ー
ル
で
乾
杯
を
し
た
。
深
井
さ
ん
は

枝
豆
が
好
き
な
よ
う
で
、
肉
と
ピ
ー
マ
ン
の
串
を
一
本
食
べ
た
あ
と
は
、
枝
豆
ば
か
り
つ
ま
ん
で

い
た
。

「
お
い
し
い
」

「
山
瀬
く
ん
、
ど
う
？
」

「
う
ま
い
で
す
よ
」

「
よ
か
っ
た
。
三
人
で
も
集
ま
っ
た
甲
斐
が
あ
っ
た
よ
」

　
ち
ょ
う
ど
そ
の
と
き
、
駐
輪
場
に
原
付
バ
イ
ク
が
や
っ
て
き
た
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
取
っ
て
顔
を

見
せ
た
の
は
、
オ
レ
の
部
屋
の
隣
に
住
ん
で
い
る
高
橋
と
い
う
男
だ
っ
た
。
大
家
さ
ん
が
声
を
か

け
る
。

「
高
橋
く
ん
。
今
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
っ
て
る
ん
だ
」

「
見
た
ら
わ
か
り
ま
す
よ
」

「
ビ
ー
ル
も
あ
る
よ
。
食
べ
て
い
き
な
よ
」

「
あ
の
、
オ
レ
、
バ
イ
ト
あ
が
り
で
眠
い
ん
で
」

　
高
橋
は
ア
パ
ー
ト
の
な
か
に
引
っ
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
大
家
さ
ん
が
か
す
か
に
悲
し
げ
な
顔
を

し
た
の
で
、
オ
レ
が
何
か
言
お
う
と
考
え
て
い
る
と
、
深
井
さ
ん
が
口
に
し
た
。

「
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
好
き
」

　
空
は
晴
れ
渡
っ
て
い
て
、
三
人
し
か
い
な
か
っ
た
。

『
二
月
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
場 

広
大

　
大
学
生
に
戻
れ
る
な
ら
ば
、

戻
っ
て
み
た
い
で
す
ね
。
１
年

く
ら
い
留
学
に
行
っ
て
み
た
い

で
す
。
今
と
な
っ
て
は
１
年
も

会
社
を
あ
け
ら
れ
ま
せ
ん
か

ら
。
年
を
重
ね
る
と
物
事
を
先

読
み
し
、
何
か
に
挑
戦
し
よ
う

と
す
る
意
欲
が
削
が
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
先
読
み
出
来
る
こ
と

は
悪
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
面
白

味
に
は
欠
け
ま
す
。
失
敗
す
る

と
分
か
っ
て
い
た
ら
挑
戦
は
し

な
い
で
し
ょ
う
。
何
も
知
ら
な

い
か
ら
こ
そ
、挑
戦
で
き
ま
す
。

　
関
学
生
に
伝
え
た
い
こ
と

は
、「
チ
ャ
ン
ス
は
一
回
」
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。
ま
た
今
度

頑
張
れ
ば
良
い
や
、
と
い
う
程

度
で
は
本
当
の
チ
ャ
ン
ス
を
も

の
に
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
一

回
き
り
の
チ
ャ
ン
ス
を
も
の
に

す
る
た
め
に
、
好
き
嫌
い
を
言

わ
ず
、
何
事
に
も
挑
戦
し
て

い
っ
て
欲
し
い
で
す
。
や
り
た

い
こ
と
が
出
来
る
今
を
大
切
に

し
な
い
と
勿
体
無
い
と
思
い
ま

す
。

　
昨
年
12
月
８
日
、
２
０
１
３

年
度
関
西
学
院
ミ
ス
キ
ャ
ン
パ

ス
グ
ラ
ン
プ
リ
の
発
表
が
行
わ

れ
た
。
６
人
の
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス

ト
か
ら
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
い
た

の
は
永
井
礼
佳
さ
ん（
社・２
）。

　
永
井
さ
ん
は
関
学
生
と
し
て

学
業
に
励
む
と
同
時
に
、
ワ
タ

ナ
ベ
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
に

所
属
し
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
放
送
「
お
は

し
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
今
で

も
た
ま
に
試
験
に
不
合
格
に

な
っ
て
途
方
に
暮
れ
る
、
と
い

う
夢
を
見
る
ほ
ど
ト
ラ
ウ
マ
で

す
。

　
公
認
会
計
士
と
い
う
職
業

は
、
企
業
の
決
算
書
が
正
し
い

か
、
お
金
の
使
い
道
が
正
し
く

報
告
さ
れ
て
い
る
か
を
調
査
す

る
も
の
で
す
。
ま
た
、
税
理
士

は
税
金
を
計
算
す
る
と
い
う
職

業
で
す
。
や
り
が
い
と
い
う
よ

り
は
ミ
ス
し
な
い
と
い
う
こ
と

が
当
た
り
前
の
世
界
な
の
で
、

日
々
、
緊
張
感
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
こ
の
業
界
は
、
寡
黙
に

コ
ツ
コ
ツ
と
い
う
職
人
型
の
人

が
多
い
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
。
し

か
し
一
方
で
、
お
客
様
相
手
の

　
関
学
を
選
ん
だ
理
由
は
あ
ま

り
積
極
的
な
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
東
京
の
大
学
を

希
望
し
て
い
ま
し
た
が
結
局
、

縁
を
持
つ
こ
と
と
な
っ
た
の
は

関
学
だ
け
で
し
た
。
元
々
、
高

校
で
は
理
系
の
ク
ラ
ス
で
文
才

が
な
い
た
め
、
卒
業
論
文
が
無

い
法
学
部
に
決
め
ま
し
た
。

　
学
生
時
代
は
部
活
や
サ
ー
ク

ル
に
は
参
加
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
単
位
は
一
応
取
っ
て
い

た
の
で
、
４
年
で
卒
業
す
る
こ

と
は
出
来
ま
し
た
。
し
か
し
、

成
績
は
悪
か
っ
た
の
で
、
ゼ
ミ

を
選
択
す
る
こ
と
は
で
き
ず
に

自
分
の
興
味
と
は
全
く
違
う
ゼ

ミ
に
入
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
も
、
ゼ
ミ
の
担
当
教

授
が
病
気
に
な
り
、
ず
っ
と
休

講
で
し
た
。
当
然
、
時
間
を
持

て
余
し
ま
し
た
。
と
い
う
わ
け

で
、
元
々
人
前
で
話
す
こ
と
に

抵
抗
は
な
か
っ
た
の
で
、
ア
ル

バ
イ
ト
で
塾
講
師
を
し
て
い
ま

し
た
。

　
在
学
中
は
特
に
就
職
活
動
も

し
て
お
ら
ず
、
卒
業
し
て
周
り

を
見
渡
し
、
結
局
、
公
認
会
計

士
の
資
格
を
取
る
た
め
の
専
門

学
校
に
入
り
ま
し
た
。
当
時
、

試
験
は
と
て
も
難
し
く
、
人
生

の
ピ
ー
ク
と
い
う
位
に
勉
強
を

よ
う
朝
日
で
す
」
の
レ
ポ
ー

タ
ー
を
務
め
る
な
ど
の
芸
能
活

動
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
華
や
か
な
イ
メ
ー
ジ
の
強
い

永
井
さ
ん
だ
が
、
１
回
生
の
時

に
は
あ
ま
り
目
立
っ
た
活
動
は

し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ

ろ
か
周
り
の
目
を
気
に
し
て
物

事
に
消
極
的
に
な
る
こ
と
が
多

か
っ
た
の
だ
と
い
う
。

　
そ
ん
な
永
井
さ
ん
が
変
わ
っ

た
き
っ
か
け
は
、
春
休
み
に
参

加
し
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
だ
っ
た
。
そ
こ

で
は
経
済
的
に
は
貧
し
く
と

も
、
生
き
る
こ
と
に
幸
福
を
感

じ
て
い
る
心
豊
か
な
現
地
の

人
々
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
。

学
ぶ
こ
と
に
も
働
く
こ
と
に
も

生
き
生
き
と
し
た
現
地
の
人
々

を
見
て
、
今
の
日
本
人
に
は
な

い
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ

た
。
同
時
に
自
身
は
豊
か
な
日

本
に
生
ま
れ
、
環
境
も
整
っ
て

い
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
や
り

た
い
こ
と
に
挑
戦
し
な
い
こ
と

が
い
か
に
も
っ
た
い
な
い
か
を

痛
感
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
10
代
と
20
代
の
境
目
で
あ
る

昨
年
は
自
分
に
対
し
て
ブ
レ
ー

キ
を
か
け
ず
、
と
き
め
い
た
も

の
、
わ
く
わ
く
し
た
も
の
に
は

全
て
挑
戦
す
る
こ
と
を
心
掛
け

た
。
そ
の
決
心
の
通
り
、
昨
年

の
永
井
さ
ん
の
活
動
は
多
岐
に

及
ん
だ
。
芸
能
活
動
や
、
様
々

な
国
へ
の
訪
問
、
イ
ベ
ン
ト
企

画
、
そ
し
て
ミ
ス
キ
ャ
ン
パ
ス

へ
の
参
加
も
そ
の
挑
戦
の
１
つ

だ
っ
た
。
思
う
が
ま
ま
に
活

動
し
た
昨
年
は
永
井
さ
ん
を
大

き
く
飛
躍
さ
せ
る
１
年
と
な
っ

た
。

　
ミ
ス
キ
ャ
ン
パ
ス
を
終
え
、

一
旦
活
動
が
落
ち
着
い
た
永
井

さ
ん
。
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

尋
ね
る
と
「
や
っ
て
み
た
い
こ

と
、
挑
戦
し
た
い
こ
と
は
ま
だ

ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ

れ
ら
の
こ
と
に
１
つ
で
も
多
く

大
学
生
の
う
ち
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
き
た
い
で
す
。」
と
わ

く
わ
く
と
好
奇
心
に
溢
れ
た
様

子
だ
っ
た
。

仕
事
で
す
か
ら
、
出
来
上
が
っ

た
書
類
な
り
成
果
を
ど
の
よ
う

に
見
せ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と

も
大
切
で
す
。

　
こ
れ
は
、
商
人
と
し
て
の
素

養
が
求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
専
門
家
な
の
だ
か
ら
と
、
あ

え
て
難
し
い
専
門
用
語
を
使
っ

て
自
分
の
知
識
を
見
せ
び
ら
か

す
よ
う
で
は
い
け
ま
せ
ん
。
出

来
上
が
っ
た
書
類
な
り
成
果
は

い
わ
ば
作
品
な
訳
で
す
か
ら
、

お
客
様
自
ら
が
欲
し
く
な
る
よ

う
に
き
ち
ん
と
理
解
で
き
る
よ

う
に
簡
単
な
言
葉
で
平
た
く
説

明
す
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
簡
単
な
よ
う
で
、

意
外
と
難
し
い
こ
と
で
す
。
例

え
る
な
ら
ば
、
松
木
安
太
郎
氏

の
サ
ッ
カ
ー
解
説
と
同
じ
感
覚

だ
と
思
い
ま
す
。

　
何
事
も
才
能
の
活
か
し
方
や

見
せ
方
は
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。
同
じ
よ
う
な
種
類
の
人

間
の
集
ま
り
に
入
っ
て
し
ま
う

と
、
才
能
を
持
ち
合
わ
せ
て
い

て
も
目
立
た
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
公
認
会
計
士
に
な
っ

た
の
も
、
人
と
違
う
何
か
を
活

か
せ
る
才
能
が
あ
る
に
違
い
な

い
、
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て

い
た
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
料
理
の
「
さ
し
す
せ
そ
」
は

ご
存
知
で
す
よ
ね
。
私
の
会
社

の
社
訓
と
い
う
か
語
録
の
一
つ

に
「
人
生
の
あ
い
う
え
お
」
が

あ
り
ま
す
。
ま
ず
「
あ
」
は
案
、

す
な
わ
ち
、
ア
イ
デ
ア
で
す
。

ア
イ
デ
ア
な
し
に
は
何
も
始
ま

り
ま
せ
ん
。「
い
」
は
印
象
で

す
。
暗
い
印
象
で
人
に
会
っ

て
う
ま
く
行
き
ま
す
か
。「
う
」

は
運
。
運
の
な
い
時
は
何
を

や
っ
て
も
ダ
メ
で
す
。
縁
も
逃

げ
て
い
き
ま
す
。「
え
」
は
縁

で
す
。
そ
し
て
最
後
に
「
お
」

は
恩
で
す
。
成
功
し
た
の
は
、

自
分
は
ア
イ
デ
ア
に
恵
ま
れ
印

象
も
良
く
、
運
も
縁
も
あ
っ

て
、
と
天
狗
に
な
っ
て
い
ま
せ

ん
か
。
し
っ
か
り
、
ご
恩
を
忘

れ
な
い
事
が
、
次
へ
の
ス
テ
ッ

プ
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と

思
い
ま
す
。

（
　
年
卒
）

’95

第
八
回

第
八
回

中
　

川
　

　
翼 

さ
ん

中
　

川
　

　
翼 

さ
ん

中川　翼（なかがわ・つばさ）

　1972年生まれ。1991年関
西学院大学法学部法律学科に
入学、1995年に卒業。1997
年に公認会計士2次試験合
格。2004年に税理士事務所
開業。2010年に監査法人い
ろはを設立。現在、監査法人
いろは理事長ほか、関連法人
の代表等を務める。

　今
回
取
材
し
た
の
は
公
認
会

計
士
の
中
川
翼
さ
ん
だ
。
学
生

時
代
の
自
ら
の
体
験
談
か
ら
、

関
学
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
語

っ
た
。

永井　礼佳さん（社・2）
2013年ミスキャンパスグランプリ♯７．
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いない
52%

いる
48%

いない
63%

いる
37%

女　性

男　性

恋
人
は
い
ま
す
か
？

バレンタイン特集

恋のアベ
ノミクス恋のアベ
ノミクス

　
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
が
近

づ
い
て
き
た
。
こ
の
日
を
機

会
に
男
性
へ
の
告
白
を
考
え

て
い
る
女
性
は
多
く
い
る
は

ず
だ
。
最
近
で
は
逆
チ
ョ
コ

と
言
う
形
で
男
性
の
方
か
ら

思
い
を
告
げ
る
こ
と
も
多
く

な
っ
た
。
新
聞
総
部
は
そ
ん

な
愛
の
告
白
を
考
え
て
い
る

人
達
を
応
援
す
る
た
め
、
関

学
生
が
ど
の
よ
う
な
男
性
が

タ
イ
プ
で
あ
る
の
か
調
査
し

た
。
一
度
告
白
の
参
考
に
し

て
み
て
ほ
し
い
。

　
今
回
の
調
査
で
は
好
き
な

タ
イ
プ
の
異
性
を
調
査
す
る

と
同
時
に
嫌
い
な
異
性
の
タ

イ
プ
に
つ
い
て
も
調
査
し

た
。
結
果
を
見
る
と
嫌
い
な

男
性
の
タ
イ
プ
第
１
位
は
清

潔
感
の
な
い
人
だ
っ
た
。
ま

た
清
潔
感
の
な
い
人
は
嫌
い

な
女
性
の
タ
イ
プ
で
も
２
位

に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い
る
。

常
日
頃
か
ら
汚
い
と
感
じ
る

人
を
生
理
的
に
拒
絶
し
て
し

ま
う
の
は
人
間
の
本
能
な
の

だ
ろ
う
。

　
嫌
い
な
女
性
ラ
ン
キ
ン
グ

で
１
位
だ
っ
た
の
は
う
る
さ

い
、
人
の
話
を
聞
か
な
い
女

性
だ
っ
た
。
こ
の
結
果
は
男

性
は
自
己
顕
示
欲
が
強
い
傾

向
が
あ
り
、
こ
の
結
果
は
そ

の
気
持
ち
の
表
れ
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　
清
潔
感
の
無
い
人
に
し

ろ
、
人
の
話
を
聞
か
な
い
人

に
し
ろ
、
嫌
わ
れ
る
原
因
の

も
と
を
た
ど
れ
ば
、
思
い
や

り
の
欠
如
か
ら
来
て
い
る
。

相
手
へ
の
配
慮
が
欠
け
て
い

る
人
は
お
の
ず
と
人
に
避
け

ら
れ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
。

恋
愛
に
限
ら
ず
、
人
と
関
わ

る
上
で
は
常
に
相
手
に
対
す

る
配
慮
や
思
い
や
り
を
忘
れ

ず
に
い
た
い
も
の
で
あ
る
。

　最後に恋人のいる人の割合を見てみよう。
結果から言うと恋人がいる人の割合は半数を
切っていた。これはまだ多くの人達に恋人が
できる可能性が残されていることの表れであ
る。ただ、１つ気になるのは女性に比べ、男
性の恋人がいる割合がかなり低いことであ
る。これはひょっとすると関学では女性に比
べ男性の魅力が弱く、女性が外部に出会いを
求めた結果なのかもしれない。関学男子はも
う少し恋愛に積極的になるべきなのだろう。
　もし現在恋人がいないことに悩んでいる人
は出会いを増やす努力をすべきだ。積極的に
出会いを増やしていけば恋愛をする機会はお
のずと増えていく。行動しない人間にチャン
スは訪れない。あたって砕けろである。

Ending

ショート
64%

ベリーショート
   11%

ロング ４%ベリーロング ０%

ミディアム
21%

セミロング
40%

ショート
38%

ベリーショート
２%

ロング
20%

女　性 男　性

髪の長さは？

草食
48%

肉食
52%

美人
40%

かわいい
60%

女　性

年下
８%

同い年
28%

年上
64%

年下
18%

同い年
51%

年上
31%

女　性 男　性

男　性

年上？年下？同い年？

どちらがタイプ？

１位…清潔感のない人

２位…常識のない人

３位…ナルシスト

１位…人の話を聞かない人

２位…清潔感のない人

３位…食べ方が汚い人

　年齢についてのアンケートにもはっきりとした差がついた。女性は年上の男性に魅
力を感じる人の割合が非常に多いようだ。やはり、女性としては頼りがいのあるしっ
かりした男性に守ってもらいたいのであろう。意外だったのは男性の方である。同い
年と年上の女性に人気が集まり、年下の女性への票はあまり奮わなかった。これにつ
いては様々な見解が出来るが、男性の在り方として女性を守りたいという考えが少し
薄れ、女性に甘えたいと感じる人が増えたのかもしれない。
　次に男女のそれぞれの大まかなタイプの好みについての調査結果について見てみよ
う。女性は草食系と肉食系のどちらがいいか、男性にはかわいい女性と美人な女性の
どちらがいいかを答えてもらった。女性のアンケートでは、わずかではあるが肉食系
男子に軍配があがった。男性のアンケートでは可愛い女性の人気が高かった。
　タイプについてはあまり偏る傾向は存在せず、人によって好きなタイプはバラバラ
なようだ。
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その他 ３%
髪の色は？

女　性 男　性

　まず最初に見ていくのはヘアーカラーの好みについてである。結果は
男性、女性共に黒髪が圧倒的に人気だった。大学生になると髪を染める
人が非常に多く、黒髪を見かける機会は高校までに比べ、かなり少なく
なった。大学では黒髪にしている人の方が逆に個性が出て、魅力的に感
じるのかもしれない。
　髪の長さについてのアンケートでは特に男性の方に大きな違いがみら
れた。男性の髪の長さはショートヘアーが人気だとわかった。男性は髪
の毛を伸ばしてしまうと結果的に不潔に見えることが多く、嫌悪感を感
じることがある。対して短髪の男性はさっぱりしてさわやかな印象を受
け、同時に男らしさも感じられるなど、アピールポイントは多いのであ
ろう。

関
学
生
の
声

◦年上と出会いたい

◦趣味のある子 is Goodです!!

◦関学女子は優しくて丁寧な
人が多いです。

◦男の人の半ズボンはなし

◦塩顔マッシュが正義です(笑）

男 性 女 性


